
3年 語い等 英文構成 読解 リスニング

市平均 74.8 44.9 56.4 59.9 (%)

2年 語い等 英文構成 読解 リスニング

市平均 78.5 76.1 69.7 74.2 (%)

1年 語い等 英文構成 読解 リスニング

市平均 63.3 76.2 58.4 81.8 (%)

「英語能力判定テスト」大阪市結果(分野別正答率)の概要と今後の取組
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結果の概要と結果をふまえた今後の取組 

≪結果の概要≫ 

 出題される話題・題材も広がり、読む量、聞

く量の多い問題が含まれる。語い等は約

75％、リスニングは60％の正答率である。英

文構成、読解の分野には課題がみられる。 

≪結果をふまえた今後の取組≫ 

 語い等については、場面と結び付いた短い例

文で指導し、英語の語順の定着を図り、英文

構成分野の向上につなげる。また、音読等を

通して英語の意味をまとまりでとらえること

に慣れさせ、英文構成力、リスニング力とと

もに、読解力の向上を図る。 

≪結果の概要≫ 
 語い等、英文構成、リスニング、の各分野

において75％以上の正答率である。読解につ

いてもほぼ70％に達している。 

≪結果をふまえた今後の取組≫ 

 英文のより細部の正確な理解が求められる。

使える語い・表現を増やすため、身近なこと

がらを表す簡単な表現を、聞いて意味がわか

る、読んで理解できる、意味から英語を産出

できる等、習得段階を確かめながら指導す

る。読解においては、短い英文の読みに多く

挑戦させるとともに、ある程度まとまった量

の平易な英文にも触れさせる。 

≪結果の概要≫ 
 リスニングの正答率が80%を上回り、英文

構成分野も75%以上を達成している。しか

し、それらの基本を支える語い等の分野の正

答率は、63.3%の正答率であり、読解の分野

も60%未満にとどまっている。 
≪結果をふまえた今後の取組≫ 

 語い等の分野の向上については、ＩＣＴを

活用して視覚的な支援とともに、生活におけ

る身近な語いや、簡単な表現の蓄積を図る。

また、身近なテーマに関わる、楽しく読める

教材の活用等を通して読む力の育成を図る。 
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※各学年において実施したテストはそれぞれ
種類が異なるため、学年間の正答率を比較す
ることはできません。 
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